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種類 呼び名 ｒ

≦D16 1.5d

D16＜,D41≦ 2.0d

D51＜ 2.5d

SD390 全て 2.5d

≦D25 2.5d

D25＜ 3.0d

ｄ：公称直径

SD345

SD490
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愛知工業大学教授 尾形素臣曲げ試験方法および試験結果判定方法

鉄筋の溶接継手は多用途に使用されている。その溶接技量の判定には曲げ試験が行われることが多い。特に、裏当て

材が鋼板または鋼管の場合、溶接部の外観検査が不可能なため、曲げ試験が義務づけられている。その他外観検査の可

能な裏当て材においても同様に曲げ試験が行われることがある。曲げ試験による溶接技量の適切な判定方法が求められ

ている。以下に曲げ試験方法との溶接技量確認のための判定方法を紹介する。

曲げ試験片：２号試験片、

内側半径：ｒ

※溶接部の余盛・リブ等は、内側半径が規定

値より大きくならない程度に研削する。

図－１ 曲げ試験方法

図－１の内側半径は、JIS G 3112「鉄筋コンクリート用棒鋼」の曲げ試験と同一である。

この試験で図－２の判定方法のフローのように溶接技量を判定していく。

① 90°以上曲がる

合格…

② 90°以下で折れた場合

②-1 破面検査で溶け込み

不良等の溶接欠陥が

認められない

合格…

②-2 破面検査で溶け込み

不良等の溶接欠陥が

認められる

不合格…

図－２ 判定方法

注）②-1 熱影響部およびボンド部で折れた場合は、母材の溶接性の問題である。（技術資料-009参照）

②-2 溶接欠陥の許容値は、断面積の３％以内（引張試験では合格となる。）
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曲げ角度 ９０°以上

ｒ

曲がる ② 折れる①

欠陥無し 欠陥有り②-1 ②-2

曲げ試験

９０°曲がる

溶接欠陥

破面検査

合格 不合格


